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１ 生活道路対策の必要性

・交通事故による死者数は、ガードレール等の整備、シートベルトの着用向上や集中的対策により、ピー
ク時に比べて1/5以下まで減少。
・ただし、幹線道路に比べ、生活道路の死傷事故件数の減少幅は小さい。
・歩行中、自転車乗車中が死者数全体の半数を占め、その約５割が自宅から500ｍ以内で発生。

交通事故死傷者数の推移

状態別交通事故死傷者数

⇒歩行者・自転車の事故削減に向けた生活道路の安全対策が急務

自宅からの距離別死者数
（歩行者・自転車）

道路種別の交通事故件数の推移

1



２ 生活道路対策エリア登録箇所の取組み
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３ 生活道路における事故削減（道路管理者と警察との新連携制度）

適切な組み合わせによる対策を行うエリアを道路管理者と警察とで選定
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令和３年２月１６日 社会資本整備審議会道路分科会 第７５回 基本政策部会【抜粋】



４ ＥＴＣ２.０分析による課題認識の検証、潜在的な危険個所の抽出
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